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英知事業研究フォロー体制の改善について 

令和 4年 3月 1日 

JAEA/CLADS 

１．目的 

POの権限強化と J-PO体制の導入から 2年が経ち、昨年度のアンケート結果

や PO,J-PO の意見を踏まえて、来年度以降の事業実施体制（特に PO/J-PO 体

制）を見直し、英知事業の成果の最大化に最適な事業実施体制を構築する。 

２．現行の PO/J-PO体制の課題 

① 各研究課題に研究マネジメントが十分に届き難い

 PO一人当たりの担当課題数が多く（9～12 件/人）、POが研究マネジメン

トを発揮する上で限界にきている。

② PO/J-POの役割分担が不明確となっている

 PO/J-PO の役割分担が不明確なため、効果的な研究支援に繋がっていな

い。

 研究者は管理者（PO）が増えた感があり、研究者側に立った支援を望ん

でいる。

 J-POは進捗状況の確認や助言・相談を実施しているが、POと適切な関係

が取れず、どこまで踏み込んで研究者へ助言すべきか迷いがある。

 PO は中間フォローやワークショップ以外で J-PO や研究者と意見交換を

する機会が少なく、J-POと連携した効果的な研究支援に繋げにくい。

＜現在の PO/J-POの役割（公募要領より抜粋）＞ 

PO： 各研究プログラム内の成果の最大化のために PD の下で課題の募集、

採択審査、研究管理、評価等の研究マネジメントを実施。 

J-PO： PO、東京電力、原子力損害賠償・廃炉等支援機構等と連携し、採択

課題の研究進捗のフォローや POに対して、専門的視点による助言や１

Ｆ廃炉現場の最新情報の共有などを行う。 
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３．改善のポリシー 

 POによる研究マネジメントを適正化し、研究成果の最大化に繋げる。 

 J-PO の役割を見直し研究者の支援に近づけることで研究成果の最大化

に繋げる。 

 

４．課題を踏まえた改善策 

(1)POの研究マネジメントの適正化 

 研究マネジメントを適正に実施するためには、PO一人当たりの課題数は

5～6 件が適当であり、現状は約 2 倍の担当数となっている。そのため、

POの増員を図ることで、POの研究マネジメントの適正化を図る。 

 POに対する技術的な補佐は CLADSで行う。 

(2)J-POの廃止と RS（リサーチ・サポーター）を配置 

 現 J-POの役割を CLADSで行う。 

 RS は PO 的な役割ではなく、研究者支援の役割を担うことで研究成果の

最大化に繋げる。 

 具体的には、研究者側に立った相談対応、研究支援の方策等に関する

CLADSとの調整、CLADSからの情報提供等を行う。 

(3)CLADS関連の改善事項 

 RSは、CLADS（各 Div）との連携の取り組みを強化する。 

 研究成果の橋渡しは、引き続き CLADS が行う。（第 8 回ステアリング・

コミッティ（令和 3 年 7 月 20 日）において、橋渡しの調整は CLADS 主

導で実施しすることとした。） 

 

５．今後の予定 

新制度への移行については令和 4年 4月 1日付で行います。また、新 PO体

制下の担当課題の割振り等についても、次年度早々にご提案させて頂きます。 

 

以上 

  



3 
 

 

  

補足資料１ 



4 
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